
性犯罪被害者のプライバシーと刑事司法

I 現状について

1 内心の問題
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弁護士番敦子

性行為そのものは犯罪ではない。意思に反した性行為こそが性暴力・性犯罪となる。そ

のため，犯罪行為かそうではないかを外形上判断することは難しいこともあり，加害者が

顔見知りである場合には合意があったか否かが問題となる。顔見知りからの被害は，性暴

力・性犯罪か否かを決めるハードルが高くなるのはそのような事情からである。刑事上の

強姦罪(刑法第 177条)や強制わいせつ罪の(刑法 176条)の構成要件である「暴行又は

脅迫を用いて」の判断は厳しすぎるし，時として，経験則に反する認定が行われる o

2 被害の重大性

強姦は「魂の殺人Jといわれている。実際に，被害者と接する者として，強姦だけでな

く強制わいせつの被害者も，その苦しみから長年逃れられないでいる場合が多いことを実

感している o

従前， r貞操権の侵害」と言われていた性犯罪であるが，性的自由の侵害として捉えら

れるようになり，人格権侵害とみなされるようになった。「心Jそのものの侵害行為とし

て，その行為は悪質であって，被害は重大である。

被害が重大であるにもかかわらず，事件としてのハードルの高さ等が被害申告を臨時さ

せ，泣き寝入り状態を生んでしまう。

3 三次被害の問題

二次被害は，被害者を取り巻くあらゆる場面で起こる。特に，被害者が，事件について，

刑事上または民事上の責任を追究しようとした際には，司法の過程において起こる。三次

被害は，時に，犯罪行為そのものから受ける被害以上に，被害者を苦しめることがあり，

被害者の回復を阻害する。

(1)捜査段階

被害者が警察に被害申告に赴くと 話したくない事件の話を，何度も詳細に話すことを

求められる。時には，プライパートな男性との交際歴等まで尋ねられる。実況見分によっ

て，辛い体験を再現しなければならない。捜査に必要な場合であっても，なぜ必要なのか

を被害者自身が納得できずに応じなければならない場合もあり，それ自体が，被害者には

辛いことである。警察から検察庁へ送致となった場合には，検察官から再度事情を聞かれ，

同じ話をしなければならない。

調書には詳細に被害事実が記載されるが，果たしてどこまで必要なのか。

最前線で性犯罪を扱う女性捜査員がまだ少ない。

( 2 )公判段階

① 証人として

被告人側が事件を全部もしくは一部否認した場合には，被害者は証人として出頭する

場合もある。弁護人からの尋問や裁判官からの質問によって二次被害を被った事案もあ

る。例えば rどうして夜遅くひとりで道を歩いていたのかJ， rどうして，誘われるま
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